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建 築 む j設曾

再. fU の 僻

出 版 幹 事 長

戦 時 中 の 統 間1) 1 ' [ 従って鹿刊を飴儀なくされてゐた「建築と枇曾」を再び殻行ず

る と と が 出 来 る に 至 っ た 。 あ ら ゆ る 閤 艇 を 排 除 し て 再 刊 の 運 び と な っ た と と は

民 に 慌 は ・ し し 亦 と れ が た め に 掛 は れ た 綴 営 者 の 並 々 な ら ぬ 努 力 と 合 員 諸 氏 の

御 盤 援 に 劃 し て は 深 〈 感 謝 す る 弐 第 で あ る 。 終 戦 後 本 舎 が と P 上 げ た 復 興 的 事

業 は 各 方 面 陀 亘 っ て 計 聾 賞 施 し た の で る る が 就 中 舎 誌 の 再 刊 は 特 陀 苦 努 を し て

来 た と と る の も の、で 資 材 、 資 金 等 何 れ も 大 き た 支 障 と な っ た と と は 既 に 合 員 諸

氏 も 諒 と さ れ る と と L 思ふ。

然 る 陀 昨 年 末 協 舎 は 定 款 の 重 量 更 を 断 行 し 、 と の 結 果 と し て 倉 員 の 内 容 が 念 速

陀 充 置 す る に 至 り 、 建 築 界 全 般 に 亙 っ て 腕 い 基 礎 の 上 に 立 つ こ と が 出 来 た の で

ある。

本 合 年 来 の 希 望 が 貰 現 し と 愈 々 「 建 築 と 祉 含 」 の 関 係 に 於 け る 事 業 を 行 ふ に 相

躍 し い 圏 曜 と し て 更 生 し 得 た の で あ る 。

悲 に 於 て 。「 鐙 築 と 枇 合 」 は 再 刊 第 一 蹴 と し て 再 出 歩 す る の 機 舎 に 恵 ま れ た も の

で、 と の 事 業 陀 劃 す る 我 k の 期1寺 も 極 め て 大 き く な け れ ば な ら な い で る ら う 。

狽 て と の 際 箪 た る 曾 誌 の 復 泉 と か 再 現 と か 考 へ る と と は 最 も 警 戒 ず べ き と と で

閣 は 〈 ば 命 誌 の 新 生 と 考 へ な け れ ば な ら ぬ 。 と . 1 . 1 ' [ 構想を新陀して民〈建築界

及 び 枇 合 陀 向 っ て 働 き か け る 本 舎 の 使 命 を そ の ま L に 具 骨 量 化 し た も の と し た い

ものである。 r建 築 と 枇 合 」 な る 名 栴 が 現 在 木 曾 の 進 み つ i あ る 方 向 陀 極 め て ピ

ツ タ P と し た も の で あ る と と は 異 論 の な い と と る で る る が 、 さ れ ば と そ 共 名 に

想 J.¥揮 し い 内 容 を 以 て 築 き' 泰 げ た い も の で あ る 。

更 陀 亦 合 誌 設 行 の :運 営 に 嘗 つ て は 蹟 〈 合 員 諸 氏 の 組 意 陀 基 づ い て 合 理 的 に 民

主 的 な 方 法 に よ っ て 刊 行 さ れ な け れ ば 注 ら ぬ も の と 信 歩 る 。

斯 く の 如 き 仕 事 は 合 員 陀 凌 さ れ 、 合 員 の 協 力 と 援 助 を 集 め 得 て と そ 達 成 さ れ

る も の で あ る が 、 殊 に 協 舎 の 性 格 と 合 誌 の 使 命 を 考 へ る と き 舎 員 諸 氏 の 活 動 を

切 に 望 む 次 第 で あ る 。 幸 ひ 本 年 度 の 出 版 幹 事 舎 に は 極 め て 適 切 な 人 を 得 た の み

な ら す ヘ 協 合 の 出 版 事 業 資 金 は 事 業 i線 建 算 の 内 多 額 を 嘗 て る と と に さ れ 、 蕊 陀

保 件 の 整 っ た と と に 封 し て 深 〈 責 任 を 痛 感 ず る も の で あ る 。

と の 命 誌 は 留 に 護 打 さ れ た 第 27 輯 第 3 観 ま で の 歴 史 陀 よ っ て 砂 か ら さ ・ る 議 績

を 践 し 、 建 築 聞 躍 D 事 業 と し て 舎 員 を 益 し . ー 同 時 に 祉 曾 K 貢 献 し た と と は l貰〈

認 め る と と ろ で あ る が . そ の 意 味 に 於 て 日 本 文 化 の 議，震 に'寄 興 し た と と も 多 大

であった。

更めでと. 1 . fL: r建築と舵合」の再刊をi J l ぷと共にこの曾誌を通じ荒腔し? と日本

文 化 の 再 建 r t : 大 い な あ 努 力 を 蹟 け な け れ ば な ら ぬ と 思 ふ 。
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花園グラ ｙ ド改修 ｔ ｩＧ ｾ ( 木村託、
花園グランド改修工事説明書

今回進駐軍用ラグどー説払; 場、として戦時中荒廃せ

る花園ラ グピー: 場のグ号シドの蛾張整備並に建物

諸施設の全面的改修ゑ右

内

、グ ラ ン ド

二‘ 建物〈 スタン r )

諮

第一 約五、0 0 0坪

ｾｾ二、き存三
二二、 0 0 0坪

一階 六 七 五 ・ 一 坪

二階 二六六・五五坪

砥坪 九四一・六五坪

工 事 慨 要

1 グラ ンド之部

車却記争 中第ーグラン ドのみ使用方: し、第二、部三

グランドは食糧増産のため畑地陀使用せるもの

おＺるも 、今 回儲張整備に Ｑｾ り では 各グラ ンド共

佃 A の競技場と して樹立のもの た らし め整地作

業は全て機械カ陀依 る 目立i訓告新潟鍛工所製

プ ル ト { ザ ー 自 重 七 屯 フL Q馬 力 二 議

11 書 評 一 二0 11 - 苔ー

別 陀 グ ν eー ダ ー 車 引 式 自 重 四 屯 ー 韮

を以て二二、0 0 0坪. 整地工事は霊 夜作 業に

て約十日間陀て完成注し各グランド共蒲鉾型陀

約百分ノー勾配を附し芝張工事施工方: し周囲全

て排水溝ｾ設け Ｗ｝｜ 切陀就ては ｱｾＺ ｦＧｌ留意し＿とりグ
米軍第廿五郎副工場兵舎新築工事( 銭高級)

ランド 周囲は全て 木柵菱型金網張. ペンギ仕上

ＧＺ［Ｎｾ［［＠ Ｎ￬Ｂｾ ・ ィ w '  _. ミ j とす

: '  ＮＮＮ ＮｾＮ＠ ｾ＠ ｩＺＧ ｾ ｾ＠ Ｎ Ｎ，Ｚ ＮＡ ｾ ｾ Ｂ Ｎ Ｇ＠ • <; '  ，， ｾ ，＠ ＧＭＢ Ｎ Ｍ｜ｾ＠ ｾＺ ＺＺ＠ ':':二， '， 2 建均( ス火ン ド〉工事

＿とごｻ Ｚ Ｏ ［ｾ Ｚ Ｎｾ Ｚ Ｉ ｾ ｾｾ＠ w';  Ij ＮＺ Ｚ ＧｾＧ ， ｻｾＺ＠ ｾ＠ Ｚ ｾＮ ［ ｲ ｊＺｾＭ ＼Ｂ ， ｟Ｚ＠ 在来スタン r は鎖骨上要望ありたるも戦時中鎖材

、 川h 叫

1J.供j共b出tにζ てf徹散去され? たE る掲建物内部の漏7水k 甚 し〈

ぺ‘ w叱?七，;. %1警き急頃宮伊i '州ι 三ぜ紘混顎 回スタンド全部防水工事碕ヱ. 木製腰掛設置す

建物内部に就ては附傍設備本特に意を注ぎ 守ボ

イラー宅設置シャワー窒完備なし其他衛生工事

施設等に就ても洋風陀改善せり

内部各室共全てペンキ塗仕上とす

外部廻 りは白色セメ ント 吹付仕上、一部窓額縁

廻 Pは「プ 'J ) ユーブラックゴ色ぺンキ塗仕上とす

米軍第二十五師圏第七二五兵器保

全中隊工場並兵舎新築及改造工事

725 Or dn9nce Mai nt  Company.  

場所 大阪市城東直悦見町

面積 延二、八四 三坪

工期 自 昭 和 二 十 一 年 七 月 十 二 日

五 同 十二月二十七日



航 任 に 際 し て

誌に終戦第三年の業J，君主を辿" ' . 戦災の矯め鉾辻

とイじし、跡片付けさへ志出来て居ない都市の街頭

陀立つ時、我建築J1 - のために将来/'l:!tをされた大き

な問題が横たはって居るのを痛感するのでるる。

都市のｻｾの問題は大きな問題であるが、モれに

も増して重要な問題は 陸民住居の問題でるる。共

上陀占飼ｾの施設に封ずる建築も忽陀出来危い本

年の問題でるる。建築界は今後相常年月に亘って

多事であろう。

建築界の現棋を展望すると、先づ資材の商陀於

て必すτ し志繋1闘を許さぬも のがある。木材は車l時

tて於て搬出の容易な庭のものは伐り霊して居る。

錨材は勿論現在に於て乏しきのみ怒らすヘ共府系

は質に暗い。セメン干は石茨の不足から質に於て

も生産量に於てでも甚しく低下して居る。叉労務の

方面陀於ては現在食糧不足が第一の問題となるが

将来に於ては. 共投能。低ヤが大きt J 問題となる

であろう。

此等の事を考へると、我凶の建築界は建築肢術

者のみたらタ. 凡そ建築の王事業陀関心を持つ各方

新時代への住宅三其の針策

大都市の大部分が友雄t亡時じ、 とれが復興も恩

ふ陀委せぬ現紋に ある。政災引揚による多く の人

k は仮住居も甚しい現放に I防いでゐる。終戦一年

宇を早や経泊し今向此の悲惨なるJ { } ( 態を見る時-

d も王手< /J 、さい乍らも文化的な佳居をお互に興へ

られん事を切望，し C止ぎない。住宅問題の解決は

全建築界の紘カの采ｾ［占と官民ー設の協力を以ては

じめて解決するのではな いかと思はれる 。勿5命強

力なる咋年度のi皆多針策も結構ですし. 住宅緊急:

措置令の施行と共。て行はれた住宅供給計霊も着々

質を結んでゐる様であるがその計藍と 2聖地の聞に

は可成りのひらきがある。誌に於て理想的な小型

恒久住宅の工場大量生産 ζ そは必然切な復興への

ー俵! 牛であらう。ラヂオセットの如くにー曜純規格

化された住宅、自動車製造工場の工程の如 〈組立

らるべき郎品化を計劃された建築。出現乙そは.

" ' i l i 今の日本建築界を指導すべき先脇者であらねば

ならない。かつて国民服の制定された様に一時代

日 本 建 築 協 曾 合 長 竹 腰 健 造

商の人士が悉〈ー函と主主って. 現在並に勝来の事

を識し、鹿越と化した都市の復に首らねばなら

ぬ時期が* たと考へられる。従来。如〈建築の技

術者丈の園艦とか、施工業者丈の圏髄とか. 又建

築材料商、設備業者丈の図蜂で我国の建築の各分

野丈を‘個々別 krて議して居ては. 閣家再建の用に

立た泣いのが現在の扶勢であると思惟せられる C

である。

我日本建築協舎は此7状勢陀鑑み轟陀定説。一部

を改正し、従来建築技術者たる会員を主とせし組

織を更め建築事業界の各方面の有力なる人士を合

員としで網羅せるものとし、建築界C 総意を結集

し、以て園土の復興再建を促進すると共犯我国建

築界の将来に寄興せんとするもである。従来建築

界に於ては其各部門毎に種々の閤控があったが組

括的君主闇値を快いで居・た事は今日から考へると不

思議忙思へるが. 今回の我日本建築協舎の改組は

11等花賞然あるべきものが時代の要求陀よって現れ

たものと考へ. 共将来の活動は枇命的 i亡も極めて

有意義なも。となる事も期待するのである。

不二建設株式合泣山 口 吾 郎

の過渡期的な存在乍ら国民住宅の制定とそは今、

民L ! . 民を極めてゐる建築界を指導し、費材商を整流

/ ' l : 導き筒あて泣き復興への悪足掻を力強き復興へ

の息吹きに引戻ずであらう。壁土への愛着、昼へ

のｾ着は断ち切れない日本調特の個性ではあるが

白米を粉食化した日本人である出来ないととはあ

るまい。市して乏しき灸材の巧妙主主る利用と. 劃

期的な苦1; 市計聾陀よる心よき環境に- E l t - 年〈質

質的危る動きを見ぜてもらはなければなら泡: い。

然し経済と、建設は同歩調を常とするため唯今の

新聞経済の動きは明かに建設への動向を左右して

ゐる。他方、特建の特曜、建築資材を jスてする思

惑、セネストの流行的動向の間接影響等陀より建

築。思慣は鰻上りとなりつ 1 i l > る。政府の公共圏

憾厚生花出する 5 0 %楠ー償も焼石陀710' 1 : ならない様

にしたい。一般住宅の建設慾は} 陀復興院の熱意

と. 政府筒肢にもよる。何れにせよ誌陀強力、明

快、科皐拘な建設指導への必要を痛感して止ま注

ぃ弐第で b る。
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「建築J ｾいうコトパＮその他

下造家」ざ「建墾」

明治初年の工部大事校では今日の建築撃に相嘗

する串科は「造家撃ー! と名づけられた。今日の建築

接合もまた初めば「造家場基金」と呼ばれた。がその

合誌は「鐙築雑μ苓」であった。だから「建築」といふ

語は嘗時造家とほぼ同じような意味で用いられて

いたものと思われる 。

ととろが明治中期に及んで、との「造家」という

語に封ずる不満の聾が起って来た。といふのは建

築家の仕事はE互に家 を遺るというような. 云わば

大工の職業に止るものではない、家以外の蹟い領

域陀わたって. また時には家以上の高い分野にお

いて文化的創造陀たやさわるべきものである。 te.

カおら造家というような限定された意味の語は不蛍

で あ れ 且 そ の卑俗な諾感も斯壌の品位のために

は遁わしくない、よろしくとれは建築と改むべき

である. といふのが賞時の一新進建築家の盤で る

った。今日斯皐の図質的存在ともいう べき伊東J忠

太先生Eとそ、買にその蛍時の新進建築家に他なら

なかった。伊東先生が宮時のととを語られた一節

に「工部大事校以来の治家撃科は明治三十年陀私

の建議で建築事併と直してもらった」とある。同

じ趣旨から造家事舎も また建染君事舎と改稿された

という次第である。

今日では「造家」というような語は. もはや普通

の図語としては存在 L ないであろう。 i辞典類にも

( 大言海にさえも 〉見営らぬようだ。恐らくとの語

は明治初年の文明開化的産物だろうが、それにし

ても西洋の Archi t ec! ure 陀劉隠するものとして.

何故初めから建築といふ語を採用し友かったのだ

ろうか。首: 時とはまだ建築という語が今日のよ うに

普通的でなかったのか。 sIJ の語としては建造、築

造 11 i孟替などいふ通用語もー隠は考えられたとと

と思うし、古い用語としては仁土木」という語など

が却って今日の建築といふ語に相官ずるもの とし

て通用していた筈だ。ともすると「治家」といふ新

著乙そ苦心惨慌の結果新時代的創作として生れた

ものかも知れない σ ζ の ζ と陀関しても伊東先生
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清白 海 異 弓

一大初にコトバわりき〈マタイ停〉ー

陀伺ってみたいと思ってゐる。

棟 梁 皐 ( ア ー キ ア ク チ ユ ア )

「建築」という語の出典や由来につい ては遺憾な

がら私は詳でないが、今日では敵語の「ア戸キテ

クチェア」に封勝するものと して通用している。

さて、いうまでもなくとの険語はギリシア詩乃至

ラテン諾の Arcrhi tect oni a 'fC. 由来し、その明瞭な

出品1与はロ戸マの建築家ウイトルウイウスの著述に

あるが、恐らくそれよりも更に古い語形はギ P シ

ア語の A r chi tektoni ke であらう。ところが少く

とも古- 典的ギリシアに沿いては、 ζ の諾は元 k 建

築そのものを指す語ではなかった。グラトンたど

の文献に徴してみても、大ていの日本の鵡滞家た

ちが建築と識 しているととるは原典では Oi kodo

mi keがOi kodomi a: である。

ギリシア語では 家のと とを Oi Ms または Oi k，'a

といふ。だから Oi kodomi ke，Oょkodomi aは字誌

に卸して課すれば曹とれとそ「造家」とすべきであ

る。そして、官Eにも云った如くギリシアではまだ

Archi tektoni ke といふ語は建築の意では則いら

れていなかった。ととるがローマに行くと、いつ

のまにか ａｲ｣ｨｩｴ･｣ｴｯｮｾ｡ といふ 諾が建築の主主 で用

いられるようになった。との語華; の縛化が何時頃

何所・で行われたかというととは. 新型基の植威者。

聞でもわがらぬそうだ。私はその交替がアレ キサ

ンドリア文化にありはせぬかと考えているが、も

とより確詮はない。

尤も、プラトンやアリストレスの警にも Ar cht'-

tektoni keといふ語は出てはいるが、 それは閤家

的友重要事項陀劃して比帳、的陀「統至存」的とでもい

うべきーその意味I ' l : ; j 甘いて「棟梁」的ともいうべき

一意味で用いられた場合であ って J 決して皐術と

して建築そのものを械的に指示するには至ってい

友い。

私は今ζ ζ t c 1- 棟梁j という語を用いたが、ギリ

ミンアでは古〈 ーから Archi l al uonという諾・があり、

とれとそ他怒らぬ大工の棟梁を揺すもの であった

。元来Ar cheという語; は ギリシア人が古来非常に



重大観したととろであって「ものの本質、第一。

原理」というよう在ととから「第ーの春在. 第一

入者の意味陀もt . I : T  . それから撃護などに秀でた

「首領、親方」という意味をもっ陀至った。Tekt on

は「木匠」のことで. 日本の大ヱ陀相賞する。だ

からArchi tektonは大工の棟梁に他t . I : らぬものだ

った。

そとで上述の事情を歴史的な筋書としてみると

多分次のようなとと陀なろう。す左わち. 先十人

格としてのArchi tckton ( 大工の棟梁〉主主るもの

がるった。 その統率的詑カを比l険的に借用して

Archi tektoni ke (統率的、椋梁的〉の語が行はれ

ていたが、元々それが大工C 棟梁陀由来したとと

か.ら、いつの間陀か端的に建築撃その志のを指ず

に至った。さてとうして堂々? とる「緯築事」が出

来上ってしまうと、もう。古い「造家J ( Oi l wdomi kめ

などは底i阜の如く見すてられた、というわけであ

ろう。

そとで私は、ととに語原や歴史を暫く不問 lてー付

して欧諸の「アーキテクチユア」という語をギ P

シプ語の字義陀 gr . して識してみるならば足陀「棟

設準」 とρ うととに 主主ると思うのである。

閑活休題。西洋にはとにかく上述のようなイ ｾ［ｩ 統

がある。だから西洋人陀は 「友J ( Hozese) という

観念と「建築J ( Archi tecture) という競走: とは

云わば先天的陀直別されているらしい。そとで、

たとえばル・コルピユジエ氏など「家は住むための

機械fむといったが、同時にまた[ 機捗; の移ると

とろから建築がはじまる」というようなととを云

っている。共 Ｉｾｲ に何等観念上の矛盾も起らぬのだ

と思う。

斐童三旦主査

機梁とは、云うまでもなく家屋の帯材'とL ての

棟と梁と陀由来する語で. それが最重要の部材た

るととから、上b可主的 f亡、大凡いかなる分野陀もあ

れ斯道の首領かるべき人物 f( 劃 して名づけられる

に至つdたものである。との黒& で、棟梁なる語は脊

しくも Archi te}?toni keなる詩と、その性俸と; 革

命とを同じくする。

「棟梁」が元々大工の棟梁のみを指したもので主主

いととは ζ とに設くまでもない。それは「柱石、

領始、爪牙」等と同じ型の比1稔語であって、後漢

書ｴＮｉＺｾ にも「閣ノ棟梁」といふ語があるそうだが、

ｂ 本書紀Ｗ￬ｾによれば武内宿稽は「国家ノ ［棟梁 ｪ

であった。朝鮮から来朝した僧侶は「務門の棟梁」

と傘敬されたし、下って源平盛衰記など陀 iま「弓

矢の椋梁」とも，いよ、語が見えている。ととろがい

つのまにか一徳川時代か、それとも明治以後か一

日本では翠陀杭梁といえば直ちに「大工の棟梁」

を指すよ匂うになってしまった。現tc 明治取府の法

律では「技師、椋梁及' C A 請負人 J ( 民法、第170僚

めとなっている4

中撃では今日でも「杭梁」は決して建築家を指

す語では ｚ にいらしい。現にＮＮ Ｎ ｾ民告書中の文献だが 「青

年論」という論述の中に「青年是国家的柱石、民

族的棟梁、祉、合的中堅」とあるのを見たし、目撃

僻典陀上れば日本の大工の; f J i f . 梁陀相営ずる語は

「木匠頭児」とある。古いととろでも大工の椋梁の

ととは特に「都料匠」と云われたとある。考えて

みれば「椋梁」が大工の親方でないととは、 「柱

石」が決して石屋の親方ではなく、 「領袖」が仕

立屋の親方でもないととと一般であろラ。

「大工」は今臼ではあまり傘敬された待遇を うけ

ていない。が昔はとれは下ゐほだくみ」と云われ

て/J 、工のょにf立するととろの、ゆめおろそかに出

来ね格式のものだったp それが世のうつるととも

に、云わば平憤切下げになって. r杭梁. J が登場

し、与とれが少くとも明治の民法で:甚だ平凡な公定

債格を奥えられてしまった一氏閉するととろ陀よ

ると近い将来「建築士」が法制化されるそうだが.

E うか再び大工や棟梁りやうな筋道をくりか: t さ

ないととを今から: 念願する次第である。いつまで

も勝義のギリシア語の意味する九4. rchi -tektonl l で

あってほしいものだ。

轡 繋

種 目

: 電 気 工 事

i 援 冷 房 工 事 ・

; 水滋衛生工事

設計Et 努

施工務負

株 式 大 阪 電 気 商 舎

合 社 大 阪 暖 房 商 曾

取締役社長菅谷三郎

大阪市西区汀戸期荷主E一丁目三也容地

電話土佐掘@3553- 3o57番

支 局 ・ 東 京 ・ 名 古 屋
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都 市 計 養 三 建 築 取 締

何といっても. 昭和20年8月15 日は. 我々日本

人にとって. 格生忘れるととの出来ない s .である。

極度の緊張が. とたん陀弛緩した時に起る痴呆状

態は. 全て θ 人をして. 以綾しばら〈は. 徒らに B

を詮らせるのみであった。その中} 亡、職守が慎ん

で定襲。恐怖もなく反ったのだと分って来ると.

改めて周囲を見直しで、戦災主受けた街の荒p . 果

てた醜さが、今更の如〈意識されて来た。そして

誰しもが. とれを早く復興し汝ければならぬ そ

れには「都市計霊」をやらねばならねというとと

を考えたのであった。たとへ「都市計霊」とは明

確にどういうものであるかというととが分らな〈

とも一一。しかし乍ら一方、連合i I L が来るという

こと. その占領政策、賠償問題. 綿じて敗載によ

る結果の見透しが誰にもつかない。政治、経怖の

不安は徒らに全ての日本人を4昆乱せ Lめるのみで

あった。

その中陀ポ' ; ( ツ 9 1人の鰻頭焚りが現はれ、や

がて2入、3人と植え、パン夜りが現はれると、煙車

を賢るものが出て来るという様にぎ日一日と立寅

人及び品物の種布材ま設をま曾して、戦時中あれほど

一般に全然姿を見せたかった「もの」が次から毛ええ

と現はれで来て、露天底から屋E皇居、パラックから

本J俗的な建物えと建築されるに至った。とれらを

ζ のま L 放任しておくとムはーそれはポツダ ム立

言にある日本を民主化するとい う依fFiが、民度の

低い一般の国民 tて誤って考えられたと ν うとと iて

よって、益企拍車をかけられたのであ九が一割知行

計盤上、将来に渦慢を残すとと陀なるのは、火を

見るより明らかである。

ーそとで. 昭和20年9月1'[ は内務省国土局長名の

通! 諜陀よって J 戟災都市復奮に闘する措置」が指

示さ粍て. 建築取締陀闘する留定措置がとられた

のであったが. 米だ確聞たる見透しも方針も確立

され示、 }抗んや都市計霊の基本となるべき園土計

蜜の倒立は、望み得べくも汝かった。しかし乍ら.

11月の初めには戦災復興院が設置さf L . その中旬

i亡は鼓災都市が指定された。そして 12月初日には.

「敬災復興計霊基本方針」が閣議決定陀なったので

6  

森 田 康 次

ある。

越えて 1月9 日には職災復興審議舎規定が出来 1

月14日には戟災復興に関する主務部長. 大都市長

合議が開かれたのである。新くしで、復興計聾の

方針が示されたので、各都市陀就いて調査. 研究

が始められ. 都市計聾の立案が進められていった。

5月29 日には J 臨時建築制限令」が公布された。

とれはわが国の経務事情に鑑み、不要不念の木造

建物の新築、増築叉は改築を蛍分の間抑制じ、之

れによって建築用の費材及び労務等を重結的に営

面緊= 耳11庶民住宅その他の建築陀振り向け主うと

する目的をもつものである。

吏に 8月1. 5日 It は、復興都市計聾事業の賞施を

容易ならじめるため、とれが障害となるゐそれ。

ある建築幼について、制限を加えるために「戟災

都市l ' Z: . : ts ける建築物の制限隊闘する勅令J が主布

された。

8月25 日現在陀於て、 都市計輩決定を見た市町

村数は下記の遁ザである。

復興都市計霊地域ー ...."...... ..13

向 上 街路 ー一一一一 65

向 上 公園一… … … ] 5

向上土地藍I l J整理一一一一..57

地域のみについていえば、その ft- 1ヶ月間に. 更

に5市陀於て計霊決定を見てゐる。 (ζ の識字を見

ても、都市計聾は街路計主主かと皮肉られるのも営

然である。〉

戦災都市の都市計誌の具惚化法、現在に於ける

J i 佳ーの方法として. 土地区劃整理が掠，弔され、と

の施行を容易ならしめる詩陀. r特別都市計措法」

並陀「向指行令J が 10月 9 日に公布された。

以上が都市計苗並陀建築取締陀脱して、終戦後

今日迄?ととられ? と法的措置及び概況でるる。

わが閣の近代都市計茜は、明治22年の市臣、改定

保例に始まってー大I E 8年の都市託苗法の制定か

ら、昭和 R年の法律改正一市は全部都市計歯法。

趨用を受けL更に人口 1 - 2寓程度の町村でも、必要

陀感じて該法D 遁用を受けると ふにたったーを経

て、今日に写るまで約60年を閲してゐる。その間



新らしい投衡としての都市計曹は. いわゆる苦難

の詮を辿って来たのでるった。

日本安本主義は . 欧米のそれの如〈、合理的な

稜展を遂げたものでは泣かったととは. 周知の萄.

柄であるが. との性格の故に 職等、によって領土

をかく得し、むりや! J t L 殻展して念速に世界資本

主義諸図陀追付とうとした。と L に日本に於ける

費本主義的近代都市の特徴があった。その褒民形

態、内離する詑矛盾が. 敵米のそれと似通ってい

たが故t亡、それでなくともそもそもの「都市計醤」

が、欧米陀範 をとっていたのであるか ら、彼等の

解決がそのま L 宮本比於ても役立つものと考えら

れたのでるった。、しかし乍ら預想は見事裏切られ

た。鞍時中期土計醤} 亡名をかつて賓現 Lへようとし

た過大都市の是iE . 者11m分散は専ffiU的な2玄関ο カ

を以てしでも、否却ってその故に質現され得す; .  

わやかに工場現制で消倒的に目的 iて近づとうとし

たが、それすらも殆んど成果を見なかった。吏陀

［＿艇の ｩ 駐イじから、建物 ｾｉｩ ｜ｬ ｬ￬ｬｊ 疎開が行なわれたが、

効は少なかった。工揚疎開 ｉ＼Ｚｾ うでは ￭ｴ らは ｬｩｖｊｌ

を重ねたのみで iOった。

何が故にわが 箆Ａ の Ｑｭ 可 ， ｾｴ ｈＭ 翻はＮかく あっ Ｎ Ｈか＿

とれについては西山氏泌総本的 1<: 分訴し 11 ｉｾｾ 伏な

究明を示されている。

註一都市計帯。方法i論…. . . . ; 迎築と文化 J

19:1I>- l O 

110徐にわたる戦災都市の復興は， 桟胞の: 訟で、

ある。何よ bも念がれる住宅の復災は . 今日の復

興問題。中でも最も軍姿なるものの一つであ、る。

しかしとれ等の建設は、たとえそれが仮設であろ

うとも都市計苦fの線陀沿ったものでな付れば なら

おl い。と L 陀於てー腿; の復興者il fh-ll 十秘が決定され

たのであった。

かの閥東大震災後の東京、横演の復興がどれだ

け都市計語的に後れたものであったか? 成建幹線

街路は成くなった。官邸何は整備された。が全慢は

さして位みよい現怒的危街とはならなかった。経

済力の強大t . J : WMiill が健在であれ 主J象が帝都と横

演のみであったというかrv時に於てすら斯の如く

であった。況んや全図的戦災という生々しい現慢

に生きてゐる今日に於てをやである。されば設算

という最も具惚的な障害カしさらでだに貧弱なら

んとする構想を弱化せしめる。現陀最も指導的陀

強力方、る存在たるべき職災復興院が. 営初はより

ｾｭ 線的と考えられる基準を示してゐき乍ら、最近

では既存のものを出来るだけ生か.せという方針陀

襲ってめるのである 。我々は悔をごす識に残し? とく

はない。しか し乍 ち計寵ーを合理的現想的友らしめ

ようと F るには. 除り陀もわが閣の都市計識はp

全ての. 貼- 1 : : 食図である。人口構成もを の配分計苗

も確立されす= して. 人口の都市集中を避けろとい

っても、それは空念、悌に過き・t . J : い。賠償問題がま

だ確定レていない現在 わが闘将来の経済のあ る

べき妥 の 見 透し がつかぬ。反動勢力 Ｍ のｷＮｾ反省は、

経済再建の詮を容を・、今や基礎産業は jj 等/ ' ( 危胎陀

矧している 3

ｦｩｩｈｬｩｬ 亡 ｅｅｴ コて内ＧｧＩ省 から ｾｪ こ と昔 ＱＭ 誌 第一報が蛮表

された。しかしとれはまだ全ての計訟のよよ木とお:

るまでに五っていない心その上とれを基準となす

べき宴歩けがつ》はれてい泣いととが. 設計、智I をし

てl' fl なる机上の空論と 化すどさを多分陀l r ' J i している

。かつて のこの符' のものの経! 裁に徴しでみても。

- j j  j: '  i'< 1m "i 計11¥撃が確立されていないから、

若!HIT計需に於ても 、方法論的陀f;J t接的なるものが

i:l' tiJ: されていないよラした全ての事情によ って.

ｬｬｩＧｽい計読は日生存穿貨 と桜利陀 ｊｾｲ ねされ、且つ主概

的; す続的たらざるを f与え・いのである。尤も 、都市

計ー訟は Zそも l屯; 目的なるものを場究ずべきか. 或は

ｉｲ ［ｴも現 Ｚｉ［ｾ 陀且 ｉｊ したもの託計訴すべきかという とと

は今後に研究すべき大きな問題ではるるが 。

都市計誌は如何にあるべきかという問題は 、質

t L むづかしい問題である。第一都市とは何である

か? 有機的な、生長する都市 lま古努力謬的には決し

てｽＡＺ握出 Ｓｾ ｲＮｲＮ い。従って者 ＱＱＷ 行計誌は早なる構築技

術のみでは到史律し符ないものである。都市計醤

の宮町四方 ｾｪｕｦ ばれて以来串在、識者の研究も般に す

L められて来た ο とうした中で、西山氏。論文一

註ーは現在塔陀後表された、 ζ れが解決を示ナ最

も促れた構想& 考えられる。

とか在更t L 細部にわたっとゐし蹴げ、都市計.聾

陀於ける科撃的方法論を確立しなければなら抑。

とれに I って都市はよ h手当理的陀計霊されるでる

ろう。もとより計査官; 事者は uE誌なる構築技術の

みならす= 綜合的一人文字! 謬も含む一方: 智識と技術

を持つものでなければならや. 叉もつペ〈研究、

きま力左惜んではならない 。

T  



か〈して得たる託霊案は、現在の如き肩書や知名

の人よ T t . s : る委員舎ではなく、優れた着眼と構想

を' もち. 客観的に異常な閥必を都市及び都市計聾

陀持つ各界。濯ばれた人主主陀よって構成された委

員舎に、相官。時日を以て;検討、考究されるべき

である。

との様陀じて可決された案陀ういては、之を賓

現すべき方法を講じなければならぬ。それには何

よP も第ーにとりあげるべきものは、土地制度( 特

に市街地陀ぬける〉の改革である。次に計査に盛

られた施設及び議想される建築物の待築、建築は

圏. 公共圏喧或は脅園で行われなければ詐らね。

( とれを個人の自由意志沈任せてゐくと ε が如何

陀不可であるかは、既に充分見せつけられて来た

所であって、とれが都市計- 霊の賓現を温んで来た

最も大きな原因の一つである。〉との震には民主的

た強力な政治力が最も必要である。

註一新しき圏土建設… … 「新建築」第21港第3鵠

建築行政は従来、建築取締とも云われて来た。

かつてのそれは、サーベ J レをバックにした封・建的

官僚的そりものでるった。建築行政陀於て玉と し

て取扱われて いるも のは、周知 :b!m( 市持地建築

4fx法であって、之は都市計置法の姉妹法と して後

者と同時に制定公布陀主主っ たも のである 。査 し、

現在迄の都市計霊はζ の取締によって間接的に 、

計壷を兵組化していとうとするものでるって、事

寵叉貧弱乍ちも或る程度そ ο 住務は果されたので

ある。しかし乍ら、それは絵りにも間接的. 従っ

て消極的であった。そして法規一話強りの口喧ま

しい取締は. 時には逆効果さえもたらしたのであ

る。数多くの法規が、営事者でさえもが混乱する

程、ヨたからヨたえと公布されていった。恰も網を縦

横陀重ねた如〈、而もその網目は完全陀塞がらな

かった。 また? ととえれば無理に形を保たせようと

したいろいろの布切による. 稽ぎはぎだらけの旗

の如くである。何故とれが一本の簡明な法規陀改

8  

まらないのでるらうか。とのとととそ. 封建的取

締の改革の第一歩でるる。

しかし叉、此の法規の撤鹿を叫ぶものは、民主

主義を誤解するものであって、「自由 J .1' ( 封する

櫨利をのみ主張しそれ陀封する義務を全然顧慮 し

たいものの言である。といって勿論、取締主以前

より更に巌重陀やらなければならぬというのは、

現震を認誠せざる反動的な考え方以舛の何もの

でもない。適切主主建築規整は都市一更に全ての生

活基地を律していく上には般として必要である。

新らしい都市計霊の樹立と共に、建築取締ー否

建築規整はその形を費えていてであろう 。民主主

義圏家たるべぎ新生日本に於て. それは叉営然の

ととである。

直哉簡明にして合理的な規整、それと共陀懇切

可略念、納得‘のいく指導とそ 最 も望ましいものごで

ある。

われらは. 敗戦を契期に他q 全ての場合と同様

陀. 充分厚省し、も一度確固たる立脚貼から出蛮し

て、協力して住みよい美しい‘ 梨しい都市を建詳

していかねば念らぬ。

続↑海部から表題主興えられ. 限られた統設で

而も自身は 懐疑と反省のｬ［Ｎｾ 中とて、抽象 的乍

らも日頃 ｊｾｾ じている事実を昔列ねて、 Ｓ 託を果

そうとする次第である。 ( :ll .- l l -- - 30)  

「サロン」並に「曾員の繋」

@投 稿 歓 迎 ・

休刊前の「紫煙室」を「サロン」主改め、

趣味その他建築陀関係ないと主でも、やわら

かい寛いで讃める記事を、 F合員の聾」と共犯

蹟〈募集いたします。

奮って御投請を歌迎い? とします。



ア メ 9 カ 建 築 の 性 格

アメリカ陀ついて諒刺を云ふととはやさしいが

アメリカを理解するととは容易ではない。

とのととはアメリカの建築についても同様であ

る。更にアメリカ遺築の性格を遁確に把撞すると

とはー唐困難芯ことである。とと陀は唯私の尺度

によって. みただけのととを書くととしか出来な

いわけである。

アメリカ建築の源流は何か? そしてその源流は

如何陀設展じ、何故そのように護毘したのか? 此

等の問ひ陀劃して私はととではアメリカ建築C 盤

史を，飽めて簡単に概観してみようと思ふ。そとに

何らかの答へが含まれてゐると思ふからである。

ありきた Pの時代区分といふ方法陀よってアメ

リカ建築史を分類してみるならば大脇ヨえのように

なる。

コロニア J じ@スタイル

前期十七世紀

後期十八世紀( 狽立戦守まで〕

二、アーリ戸・リパブリツク@スタイル

( 濁立戦争より 1830年頃まで)

三、浪漫主義折 ｉ玄主義ＨＱ ＸＳＰ 年一 ＱＹＰＰ ｾ 年Ｉ

四 、 現 代 ( 1900年〉

以上の如く 臨時期に分つととが過賞であらう。

友会決得主義以後については欧洲の建築史と同じ

温程を進んだとみて差支へない。

コロ L アルスタイルは、いはばアメリカが未だ胎

児であつだ時 I'z : 刻印された様式でるる。との比較

的長い期聞は一般陀前期、後!自に分けて考へられ.

前羽は中世紀的. 後期はルネッサンス的として直

別される。アメリカ陀殖民して以来今日まで、そ

の中接となってゐる人々はアングロサクソン系の

人種である。彼等のみ念らす= 各閣の殖民者も肉腫

だけをもって海を越え、との新大陸に来たのであ

って、精紳は海を渡りはしなかったと云はれる.

しかし長い間の習慣であり、いはば肉盟の一部と

さえ考へられる住ひの在方はやばり新大陸へ持込

まれた。それ故、イギリス人のみならやフランス

入、スペイン人、オランダ人も皆夫々彼等の故郷

陀於ゆる住居の様式を. gpち彼等の故郷の風土性

柵 橋 諒

を表現してゐる建築を新大陸へ持込んだりでるっ

た。新大陸は蹟大であ れその地勢は比較的単純

であっても、北と南、海岸と内陸では殆・んε あら

ゆる東候の型を有して居れそとへ入って 〈る殖

民者逮は彼等のー故園の風土陀類似ーした地E誌にその

住居を構えるようになるのは自然なととでーある。

ニユ戸イングランド、ユユーアムステルグム、=

ユーオルリ戸ンズなど明かにそれを示してゐる。

しかし風土性の類似はただ相当詩的なととでるって

建築材料やその他経済的な僚件が作用じて新 しい

型式を作り上げてゆ〈。その新しい型式がコロ a

アルスタイルである。勿論コロユアルスタイルは

ユユ戸イングランドのものと南部地方のものとは

具一るがその根底とな ってゐるものは十七世紀?では

〈ヨーロツパ農民であった殖民音遣が中也・紀風で

あったため〉中世紀的なスタイルである。十八也

紀陀友って特陀南部地方の富裕之主階級の住居は一

名ジヨ F ジγ ンコロェアルスタイルと呼ばれるル

ネッサンスの影響が著 しいスタイルとなる。

プメ P カにはアメリカ様式と呼ばれるものが存

在するか? という問ひに謝しては現在も存在 しな

h と云うととが受賞であらうけれども 、強ひて求

めるとするならばコロ= アルズタイルを指すへき

であらう。勿論乙れは住居を主嘘としてゐるので

あるから現代の商工業建築を考察するととは別陀

ずべきであらう。

コロェアルスタイ) 1 . - が現在でもアメリカ人の多

〈に非常陀好まれてゐるととは相像以上で j; る。

すでに 1910年代には熱狂的とも云へる程コロエア

ルスタイルの復活が行はれ、競ってコロ= アルの

典型的主主住宅の寝しが建てられるという有接で あ

った。アメりカの建築雑誌など見ると極端陪新し

い型式の住居ばかり目につくけれども 3言際に建で

られてゐる大部分の住居は、殊陀東部地方では殆

んど停統的なものでるる。

渦立戦争を壌としてアメリカの建築はア戸リー

. リバプリツク・スタイルと呼ばれる古典復活の様

式陀密る。第2代大統領であったトーマス・ジェフ

アーソシ ( Tl} omas J efferson) は建築に於てもf そ

9  



の時代の指導者であったと云はれる。彼の努力に

よってとのア ｾｖｾＮ ＡＱ パブリツクは単なる古典

復活で法〈、もっと自由た創造I l : ' m" んだものにな

ったのである。堂 k としてゐて快遁で、巧みた比

例の美しさがみられるとの時代D 住宅は . 現在で

もコロユアルスタイルーと宍に愛好されてゐる 。

ジェフア戸 ソンがフランス建築陀 心酔した結果

とも考へられるのだが. 共f去のアメ リカは 1830年

の浪漫主義が流行するまで海外の建築家. 殊陀ヴ

ランスの建築家によって指導された。との時代は

丁庭アメリカが世界の建築水準陀透するための準

備時代であったと云へょう 。ク7¥j伶j号外の建築家は

招聴された場 合が多いが. 場 i天地で自由t L ｩｾ ￣ ｩｊＩ 振

えるというととが多〈の建築雪さをしてアメリカへ

渡らせた原因であらう。正830牛代から浪漫主義。

建築が生十る。アメリカに於ける浪漫主義はそれ

自髄低調なものであった。 との時代陀は多くのゴ

シック建築が建てられたけれどもそれは草なる模

倣、それも悪い結果しか示さお: かった。包- 時の建

築家はゴシック精神 iて封する深い認識もた〈叉腕

もなかったと云へょう。そしてすでにとの時代は

産業革命以後。機核時代に入ってゐた。機械陀よ

る大量且敏速、そしてイカモノである古典模倣が

行はれようとしてゐた。だが此!時代 iてi ! ! I ' - 人偉大

な建築家が生れた。それはリチャー r ソン( [ : ] . .[-1.

Ri char  dson) ‘である。 iJ![ はロマンテイシズムの

中陀 あってが!f 一人ロマネスクの復興に: 年念し、ポ

ストンのトリエテ戸数合';t o如き清新陀して平静

注作品を作った。リチヤードソンは腕い意味での

古典によって創造ヘ向った。そして幼にライトは

倉 ｉｊ 遣にトって古前へ向った。しかしりチヤーｽｾソ

ンにしろライトにじる彼等の作品たは水平性を強

調する F と陀もよるが「平静な」と評される共通

した美しさがある。 叉その設しさは 、す ぐれたコ

ロ= アル建築陀，も見られるととろである。リチヤ

ードソンやライトの影響は普通にはるアメリカを

被ってゐると云ばれるが事貨はそれ程、でたいと思

はれ: t 。恩ひっき、見せかけ、と十士ぉ ε しといろ

よラ7 ' J : 俗悪建築の中陀あって. 彼等の建築はアメ

リカ建築の停統として根底 Eとなしてゐる性祁- であ

らう。

浪漫主義以後の折衷主義; ま現代建築。，Z芝生前に

於ける様式上。最後の活動であった。とれが行詰
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って迭に今日の舜築に至るのであるjs. ，折 衷 主 義

を花 k しく，し? と多くの博覧会建築の中にはすでに

ｾ＠ 1) ¥7 ' アンの安遁館の如きプメ P カに於ける調自

注分離減の先師を注した試みが見られる。折衷主

義 はサリヴアンやライトの最も嫌悪する所である

偉大な建築家は常に自己の時代を認識してゐる。

そして正しい時代認識の上陀立って彼の創譜汗現

質化ずるのである。ライトは折衷主義に見られる

機横の謀れる使用を指摘し、可塑的念材料をもっ

て岡慌を真似る時陀表れる不自然さを排し、可塑

的な材料による最も効果的た表現をとれ更にそ

の表現在して- J D - 効果あらしめる儀地を彼は彼の

ロマン性によって渦・してゐる。

合理主義. 機能主義、あるひはインターナショ

ナル・スタイルと同ろものは一路険制から轍入さ

れ、アメリカの建築家陀熱心に関内され. 絵陀は

1 f t ! . 主る技巧上の表現や感売上の快適や褒注した設

備陀まって、それらa : : 奇妙主主理想主義的な賞用へ

持って行ってしまった。

他方アメリカは商工業建築あるひは規則的友都

市計設によ ってアメリカ古芝生の「インターナーシヨ

ナルスタイル」を作り上げた。

しかしとの混乱した時代にー迩りアメリカ建築

らしい建築がレスケーズやノイトラやキイースラ

ーの作品に見られる。低康、快; 乱便利. が彼等

の作品。基盤であれそとでは空想が現賓と巧み

に妥協してゐる。快適というととも感受から一段

深い精利1へ井議む傾向陀はある。

そと陀は嬰術の鏑大ずる分野があるのかも知れ

ない。

白球建築陀於ける我々 だけが理解ずると思って

ゐる造形「上の感覚は. それが現代には少しも活か

されてゐないで唯回願的主主良さで何迷 してゐる。

しかるに少くとも模倣でない仕事を行ってゐるア

メリカはむしろ健全であると云へょう。

i  管 業 床 板 加 工

・ 一 般 製 材

種目 木 材 販 資

容 を 汐 見 橋 製 材 Br I  
従 長 森 下 金 次 郎 i  

大阪市西 Ａ窓 辺芸 ｩｾＧ｜ｾｭ 忍凶 丁目ー六番地

ｉｾＮ＠ 崎 慎 Jil 二寸 目 指 ・ 輔 航 船



復 興 新 住 宅 に 就 て

今度の戟守で失った莫大な阜械や之から引き営

てられる賠償費正我閣.の圏土計章、措糟等の土木

施設、粧台踊利施設等え掛けて居たら目末註本営

に清潔なよい園にな って居たでせ う。

美しい舶、メマ戸トt . J : 航空t払宮本は東亜の中

根として世界の人 A からあとがれの限を以て見ら

れ極東のスイスともスエ戸デンともフィンランド

ともなたまた英閣ともなって居たでせう。

能演とか、肺戸とか、大限とか. 長崎とか之ら

の諸港はアメリカの港部程のスケ戸ルは符= られな

くとも若し敵米人が心掛けた程に注意と費カをそ

の施設に向けて居? とならば欧洲の地部陀劣らぬ美

しい仮に立つ継が出来て居? とと思ひます' 0 惜しい

事に白木の文化は随分後れて居りました。オラン

ダ人が長崎に来ペル P がim賀に来た頃から日本の

人達がもっと尽主々義陀目，覚めて居たらとんお: 不

始末は起き友かったでぜう。私達は今更悔いても

仕方ありませねが残念です。何。放本首の民主 k 畿

がもっと平〈百本に渡って* なかったのーでせう。

それ陀[ シてもアメ，リカが今の民主l : . . ，. 義開設，を築き

土げる陀はやはり 長年の苦しい庖; 史があったと と

L 思ひます。

戦後一年4三飴り戟守中は悶土を全部焦土化しで

も仇とかなるＮ日本図民が全 ￑ｾＩｾ となっＭＺｲＮ戟へば

必寸志報ひら代る時があると信じさせられ. 鞍守が

敗 j践と主主り闘民が虚i虎j氏f自陀落入って、漸く自 J毘

めた時陀は何と住む陀家なく仕事をするにも資材

がない. 食糧は米関からの輸入を仰ぐ i氏態陀置か

れて居たわけでじた s 家肢と別居し. 或は池入の

家陀同居してインフレの波にたびやかされながら

極めて不安な暮亡をして居ります。運のわるい人

ですと生活と言ふ事でなくて生存して居る事ずら

やっとと言ふ7状態 陀置かれて居るのです。

私共はみんな佐宅が不足A. 何とか出来ぬもの

かム心配して居るわけですが. その解決方法とし

ては中 k 名実が見首 りませぬ 。

さて私共はたとへその事門が何でるってもゐ五

l亡一つのE士会に、底〈言へば此の自然界I z : 自然の

嬬理に従って生活して居るので、 建築技術者の建

塚 本 猛 次

築に関する知識とか判断が必や常るとは言へない

で察しろやぶの素人が或る事柄に敏感であったり

します。だから職後一、こ年の間に都市 tz : 於て今

の様陀かくも喫茶庇とか料理屋とか映霊館が楽え

るであらう事を強烈し. それを建て L 利益を得た

正統な業者は少いと思ひます。

此の事は請負業者につiハても言へる事で、進駐

1 f t 工事についても正統業者去 りむしろ多少建築工

事に関係のあったアウトサイダーが寧ろ機を見 る

のが早かったし、利益を得て居る様に思はれます。

住宅建築に訟で早〈家ｾ建て＿と人は本首に安 〈

建て L 居ります。インフレが今日程進んだ今に友

れば先見の明があったと言ふわけですが. そ の常

時すばやく伎宅の建資を考へた業者はごかいと思び

ます。此の期 。も ｾろ 日 築業者は手をとまぬいて

居たし、叉 ｾｊｈ｢ 佳宅政策への根本方針も立 って

患ない欣践でした内何色言つでも今広直面 L た復

興は閥京大震災の復興とはけ? と主主びI z : : : ; 尽きいので

あります。

息長7麦酒土復興. v 見 i也から復興院が出来、補助金 と

か助成金の援 ￼ｊｊ 砂、 策もとムれました。併し Ｚｔｉｾ 守 で

失った住宅の数ね: 誌に港大f . i : 数で二百数十減戸 と

言ぶし、復員者tf. E外引・協者、疎開者の」次容. 戟時中

の供給不足 b 汚へて行きますとその所要政は悶百

寓戸と言はれて居ります。間取に考へでも毎年二

十奥戸建設 しても二十年はか L るし. 陣 f宇から今

年にかけての住fち建設教からゆくと今迄は進駐軍

の占領政策のための定詰正事も行はれでは居りま

すが、私共がゐ互にイ ージーに住まへる誌になる

には七八十年はか. 1 . O と思はれます。

そとで ｉｴｾ の住宅不足を数ふ遣は何か と 考 へて見

ませう。之は恐らぐ色々の事柄が考へられま すが.

先づ国家 ｾｮ ち政府の位令陀針する政策 Ｎそれに伴

ふ資金と技彼的解決の二賭が大きい事柄だと恩ひ

ます。

元来住宅は日本陀於 rては所謂ノj 、金持が貸5設を建

てるととを近づき易い企業怒りとして貸家が意外

にも殻遼 して居ました。そして公共圏躍も多少之

に手を染めて居ました。五年アたてば元金がとれて

11 



あとの家賃は銀行の利子より利廻りがよかったわ

けです@ ととろが時が穆って今 S 'V 様なインフレ

の上昇と費付努力の不足の時になりますと簡単に

はソロパン陀はあはなくなって来ました、逆算す

ると桁違ひの家賃となるのです。従って国家とし

ては伎宅問題を異例陀取りあけ・て考へねば a らぬ

時期陀到達じて居るわけです。前 lて住宅管闇を建

一← 主主ｾ出家

るのであります。今家を建て L ゐるのはインフ ν

の波陀乗った金C 有り 官会った人で aうれ我身を休

ませる佳宅を個人経掛から割り出して建てるとす

る、とどんな算揺がはぢかれるでありませう。それ

は到底多数の不足を救ふ道・ではありまぜね。貸家を

企業化して居k. 賞時. 低金利で安〈 建った時代に

ありても家賃 (1案外高かったし、個人既得陀比して

相常大巾 0 治安部分を占めて居たので"l> ります。

閤家が住宅を縫設し園児を安心させるのが再建設

策のJfi 設慰陀 なるのだと言ふ事がはっきり 認識さ

れ L ば次には之K 庭する方法であります。何分数

多い此G 不足住宅を満k す道はやはり人民も園家

も自治国控も或は組合もみんなで解決してゆく必

要があります。従って政府や官僚が調善的な政策

をとらぬ様にするととが必要であります。卸ち政

府は住宅建設については政府自 身は勿論個人にし

ろ企業者にしろ自治圏慨にしろ極めて大脆た政府

自身でも不足住宅の何割かを引受け個人で資力の

ある者は自分の家だけでなく親類縁者のものをた

て L やる。鞍災を菟泌がれ? と者は同情的見地から

家を建てる、企業者は従業員の利益のため従って

またその企業の利益のために住宅を建てる。公共

圏髄は都でも府県系でも市でも何とか工夫して家を

建てる. そしてとの場合に政府は或る枠内の資金

の駒戒なり補撹を講やる。併しふり返って考へて

見るとその補償な り助成金は国民から の税金であ

って天から降って来るわけで もあ りませぬ。従て

園家や政府が大意張りに官僚を通じて税務署から
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大戴省それから復興院を経て. むぎわざ度斗をつ

け℃そう言った金を下さるより直接住宅建設者に

それだけ税金を棒引きすればよい。従って住宅に

閥ずる限り或る一定の規模以内は建築設も勿論や

めてしまふのです。

今政府は石ー炭士宮産、電力の増加等の基本産業の増

産をはかつてー居り・ます。之が段々に具合よくなれ

ば勢ひその他の企業も活遊と、なり眠って居た資材

も動き出ずし、そうなれば企業者も政府の方針女

第で家を建てょうかと言ふ気l L a ると思ひます。

企業者としても住宅の様な固定財ー産に金を投じ

度ぐ十まありませぬ。併し結局住宅を園家で補償し

ります。

従って先づ建設地についても園土計査を充分考

慮してその方針を示し交通機関. 工業、商業、農

業等の立地計査にも合はせ理想を折込んで行〈必

まーがあ ります。若し夫れ都市の浩戎経営を考へて

ゆく時夫は長期の企業として考へてゆかねばなり

ませぬ。私は農付でも大小の都市でも図家でもそ

の経替は企業化し税金でやってゆく考へを捨てね

は・ならねと考へて居り此の事は別の機舎に論じて

見たいと思リます。閣土計壷芋ついては都市分散.

衛星都市の強遣を促し充分自然的保件を満たして

行かねばならぬと愚ふのであります? 。

併し政府の方針でも塑l一的では具合惑いのでそ

れは業種陀より自然的俵件等を考慮しなければな

D ませぬ。叉従来の如き抗上での統制に絶つては

ならえ主いのでもっと貫際の商にふれる必要があ P

ませう。( 最近文部省の各市町村の公民命館建設

の助成金が千図か二千閣だと 新聞に出 て居た主要を

思ひ出します。) 叉乎函も A. B. C と家族数陀比例

した三、四種類。標準を示し、 建物の質に ついて

も程度を示す必要がありませう。

建築は一度建っと焼失しない限りたとへ個人b

財産であってーも一慰問家の財と考へられる ので建

てる Iソ七は相営の耐火 力も必要であると思ひます

併しそ ζ に無理が{ 学つてはたりませぬ。若し政



府陀して健全なる住宅政策を蛮表し叉自治圏縄、

各企業者、 。 個人等にしてその線 ｾｩ 官ひ地方の自然

保件に合った住宅を建設する事が出来れば産業の

不探も解決し叉新しい土地の。開設を目さ' して住宅

政策を押し進rめてゆくことが出来れば所謂完全雇

傭の問題も解決しうると思はれます。 ‘

住宅政策陀して政府が本腰を入れる時新しい佐

宅への関心も増大し、その時にとそ新住宅が生れ

るでるらうと思ひます。それは恐らく最小限の資

材努力及時聞によって生れる最善の平面と断面を

有する新住宅であり叉勤労者を安住せしむるも φ

時 報

最 近 の 建 築 関 係 規 則

生 田 五 郎

二 つ の 制 限 規 則

マ臨時建築制限規則 ( 昭和221F2月S 日より災施〉

* 則は臨時物資需給調弘法陀基いて制定された

閣令で、指定生産資材を緊要注住宅そのたの重要

部門へ廻はすため、不要不急: の建設を倒度に制限

したものである。建築。制限内容はl冷年 5月 2 9 B

に施行され本則の施行と同時陀底止に友つ? と臨時

建築制限令の制限内容と略 k 類似してゐるが、本

則は指定生産資材の割蛍を同時陀行うもので資材

の割営出来ないものは原則として許可をしない。

許すは戟災復興院綿裁が一元的r L 行うものでそ

のため各翠道府廓陀戦災復興の出張所が出来てそ

の事務を扱ふが、機構の整備するまでは地方長官

印ち在来の都道府廓の建築行政機構が代行してや

るととにたってゐる。

コド則 Yとより許可申請正要する物件は3普通の建築

物 門 、 へ い . ; l 私物j見華、壇突、鳥居、形像等

の工作l防、院昔、翻!担等の ため の工作物. . 地下又

はl高架工作物内に設ける事務所. 庄舗. 倉庫の類、

建築の附宇野設備全部等の建築初件の築造〔新築、

でるりませう。それに伴って駐舎の稿利施設も健

全陀鷲達する合ありませう。唯惹実否互活 lま飽謹

漸く耐へる程度でQ 6 つてはなら左いととでありま

す。__{ 0 0皆圏の戦争後の佳宅主恩ぴ出して下さ

い。)

編緯から爽へられず: 窓目 r:t r復興新住宅について」で

わりまし 1: q 併し現下の状勢で新住宅の理想を考へる

こさ r: t 勿論無駄ではあワまぜんがむつかしい事でわり

ます。そこで私はどうしれら住宅は重きっかさ言ふ多少

絃曾政策的見地から一文を草し t: 次第でわります。

( 22- 1- .25)  

一一一一 ー一一ー- 一一一一

増築. 改築、移築. 修繕叉は塑更を含む} の場合

は勿論のこと、既存のものa : 用途費更する場合も

新設と同儀応扱はれる。

建築物件以外では電動機. 蟹座器、鋳造設備、

金属工作機棋等の汎用工作機棋の設車、借り受け

等陀許可を要し、更に繊維機械袋置乙生糸関係を

除( ) ではその設置、改造、譲り受け、借り受け

及び遊休中のものはその運開陀まで一々許可が必

要である。

白下の資材赦況では建築物では、料理底、飲食

底、特殊飲食庖私待合、罪踏場、遊技場、映番館、

劇場そのたの興行場、集合場. 貸席. 放館は極度

。W挙ぜられ、住宅が最優先するが. そのたの建築、

物は資材の欣況により許可される。

本則はそもそも住宅を促しんさせるためにとら

れた措置であるが現在の資材欣況でほ閣の計重し

てゐる所謂計聾世毛陥のみ資材は集中され、一般

の住宅へは営分費材は廻はり兼ねるととが激想さ

れる。

本則に逮反した場合は臨時物賓需給調整法によ

り10年以下の懲役叉は 10寓回以下の罰金に滋せら

れる

マ戟災都市における建築物の制限に翻ずる勅令

( 昭和21年8月15日より施行)

前述の制限令が建物の用途上の制限をしたのに

まJ し、本令は都市計霊上の必要より来? と制限令で

るる。即ち都市計費陀支障のある建物そ極力抑へ

ょうとするものである。

終戦来ーヶ年も経って. 既に建つべきものはギ

13 



ツシリ建てつまった今回、今更都市計霊事業の邪

魔になると言って披らき直って見たとて、 f主興の

都市計蓋の方しんが何持まで経っても示され 11か

ったのだから、既花時機を治 した感が多いが、今

からでも謹くない程度の期待しか得られない。

ζ の指IJ 限令の内容は将来都市計聾の脆設となる

、道路公園. 緑地. 旗揚等の境域内では 、特陀都

市計霊上必要な施設以外全面的ど建!却を禁止し、

土地1 ¥1 : 劃整理直域内では換J:U! ，換地設定地又は知

事が区割整理の施行上支障がないと認めて、指定

し九直域以外陀は建てさせないと言ふのである。

然し、とれがそのま k 強行されると貴際には殆

んど家は建てられなくなってしまうので、今直ぐ

事業をやる見込のない所で都市計盤上比較的支障

のない場所犯は. 木造で階段は二階t J . . ' 下、移縛除.

却が容易、一棟の床商慣が 100平方米以下等のt条

件附仮設建築物陀限り建築P 許可出来るようにし

てゐる。叉場合陀よると 存税期限附で許されるも

のもある。

何れにしても、遅ま 女友がら都市計輩事業の図

i骨を計るため陀制定されたものである。

請糞業者の取締規則改正

マ大阪府土木建築請負業取締規則

( 昭和21王手6月14 日改正〉

マ兵庫膝土木建築請負業規則

( 日召刊21年10}ミ308 改正)

とれらは格戦後続出する新興土木建築請負業者

の請負静カに取締りのメス争加へたもので、とれ

まで営業取締りと ーしてさ春卒署長の許可性でるった

のが知事の許可 性ｉＧｃｾさった。何れも業者は日本建

設工業統制組合、大工叉は土工の統制Ji組合へのカ1I

入そ義務化し、租合の自 治的，涜Ill iJ 指主主 iてよる取締

を期してゐるととろに新しい尽さ. 的行政の歩み方

が見られる。

fal 兵庫聯ではとの改正により 新興業者のみでな

く奮業者も全部との迫向をうけるので 、J 訂訓話

で‘ 土ー木又は建築の語気をなそうとするものは注

意を塁手ずる。

新建築法案さは

マ建築法案 〈昭和21半12月5 日渓〉

今議舎に提出を殻想、される建築法案はまだ護表
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の限りではないが、 12月5白菜の同法案要綱によ

ると次の主旨が箆へる。

即ちとの建築法案は大i E 8 年陀制定された市街

地建築物法を根本より大改正Jずるも ので. 新しく

戟災都市 iて施行された特別j都市計霊法に基く都市

計霊的お制限規定を行ふため陀従来の都市計・霊的

制限陀相蛍大幅の修正がカ11へられてゐる賄、叉現

行法は所古田市街地陀のみネと L て適用されてゐた

ものを 新法案では金閣適用ぎしてゐる靴、叉新陀

建築士や建築工事脅理者等の人陀N ずる規定を考

慮した里ふ叉其の法の短避に就いゼも民主的j逗替

が多分陀盛り入れられてゐる。

向都市の不倣It十を促推するため防火地直内では

防火建築事業を積極的吃保護奨敵すると共陀、建

物の集図的向上を期するため一定区域内の住民陀

特殊友建築協定を認める道を語字き、災害地域や危

険地直陀は建築の制限叉は禁止の措置が講ぜられ

るよう陀たり叉との法律の運替機関とじて弗築監

督官制のほかに建築委員合制を設ける等の鮪が注

目される。 ( 21. 12品.10)

故片岡合長追悼合報前蹴締切後の投稿

先生遺書( 至誠〕の掛• . f f i I _を偲び℃

墨 痕IZ: : : 悌偲ぶ菊の花 ト

上本町八丁目斜l住ひの頃を偲びて

若かりし師のi泌をまうじさいと

潰寺時代を想、ひて j  

d公館ふむ師の朝夕に癖ありし

先生溺らや

私淋し反魂香の蝿断つ

21. 10.  9記 合 員 岩 尾 歩 弓

曾 員 手話 互 欄

［ｦ ｾＱ＠ 除。求人。図書分談並彪分等御J除旋い

? とします。精占御利用下さい。

御連絡は本会寄記長宛の事



医五:;互望:i

我が日本建築協舎は

「かくゐりたい」

京都合勢幹事 A、 st奇 倍5

特望の機関誌建築と枇合が復古rf し新脊と共に強

行される事とおＺり同ｾの五りである。紙材Ｍ入手員 ｾｴ

と印刷行程不国 滑の際、出ｊｴ ｴｾ 斡場諸賢の鍔を訪 ｊ す

と共陀高級を克服して毎月焚刊されん事を切起す

るものである。地方在住脊及直接合 tζ 交担vの砂い

合員は本誌が只ーの辿絡機関でめり柴みであらう。

但夫はri は少ても髄裁はどうでL も内容が充質 L た

ものでるって愁しい。とれには金合員が我等の命

誌として常 tc 深さ閥心を持ち税，M碍上陀又記事t亡意

見を寄せたり協力をせねばならないと思ふのであ

る。担て鶴各竹) j 史弱i合長が京都1; 命数手( ' If嘉合陀出席

され将来の協合の; 在り方や運営方針等につき懇談

された事は近来の快事でわった。従来合畏. 副舎

長に接する機合iUi tど乏しく遺協に思ふ一人であっ

た。之からは京阪榊は素より会:固化瓦り 食員の多

い地方迄、舎の幹部がお: る丈出馬され合却設展陀

指導されん事を熱望するもので語うる。抑て嘗自の

席上建築界のあらゆる部門より維持合員を募 P 強

力な協舎として国家ni 上命に寄t1i ! し併せて合員相互

の向上設展と悶利増進を期したいとのお話を I1f J き

献に結構な: 事であると意を強くした。者 k も及ば

す= 乍ら徴力を悲し御協力をお替して不敢耳文京都支

部の設立や維持倉員の礎{ 与に逝進中である。然し

ながら将来の我協舎の: 在り方は之位、ではまだまだ

物足らぬ感が深いの・である。自分は昨年i路れに偶

k 進駐軍将校にアメリカの建築協舎の事t L 就て一

筋お話を伺って買に感践を深くし我日本建築協合

もかくありたいと念願するものである。

英治話の槌搬は

アメリカの建築協会似非常に階戚追うり且つ強力

士主岡崎である事。技術者はもとより設計施工.

附帯工取¥建材共他建築陀闘係ある者は総て合

員 εaうる率、エ舗はすべて協会が合員 K 密IJ' ，1Iて

入札請負わしめる事. 二に右貨の内波金も協合が

斡旋し保詮人の役目もする。合員中事業資金陀

乏しき者には資金の開通もする、賃金の協定も

すれば父合員中の夜明研究者陀は相官経・貨を出

して按功する 。協舎の資金不足の時は保険協舎

から借入れする。其他設計得:童、期限正階、貰-

任工ｾＺＮ機械百パーセジト荷 ｪ 羽、短期工事完成

等 6佐賀K 行われるなど吉，々として感! 呉と羨望の

事ばかり深山ゐ聴した。

市場て我日ー本建築協合は如何? 其創立の趣旨や目

的. 組織、育成等が違ふから今俄に比較劉照する

ｾ￯ は無犯であるが格税後の新日本建設 と云ふ前代

未曾有の重大時期陀直聞した吾々建築人t L 負ばさ

れた任務は重大である。

此 E史資左前された吾 k はさをく背態から逸脱して

新税足せた. ゆればならぬと思ふ。 1[[; 意味で吾協舎

も金問的陀大改革を断行し. 活動を蹟犬強化し、以

て新ｾ，Ｚ態陀帥 ｬ 必ずる犠定款も組織も盟、ひ切り鑓更

すべきだと考へる。砂共現在以 l二権威あ. る買力の

宇 ｉｾ ふ合 唱 に進展したいと思ふ。結局私後先 ｾｦＮ［ 問 のプ

メリカの建築協舎に倣ふ事がよいと思ふが、先づ

出来そうな事: から賀行に向ひたい。例へは・喝! 築カ雪

国土計輩. 都市構成、文化向上に如何陀重要念る地

位陀あり且叉直接建築陀闘運ずる者が全人口陀比

し港大の敢を占てゐる事、常面の問題としてもまま

敏十年間都市建設に重大な役目を負描せしめられ

る事等を政府要路や一般枇合比 ｪｾｩ 尽く強く認識せ し

め国家も耐舎も建築協命が有力園値でるる事を認

める線獄運動を起す事、之には合員中から多数の

代議: 1 : を議合 1"1: iまるとか、批合的知名の土や有力

者を合員陀抱容するとか種々の方途を論・タる 。叉

官公吏‘ 合I止、商 J占等に建築関係者を傑用、就職

せしめる| 時: は本協合が1往時する命日たる事、合員

中改Ａ明Ｈￏｦ ｦ 究家や篤皐 ｾｴ ｬＮはアメりカの探 ｴｴ 相常援

助して共成功を英Hずる幕。舎員相互の協力援助を

企図的 i亡員剣陀狽カ賀行ずる 。11射ζ 本部事務所及

命館を豆急: 建設して合員陀充分利用させる 。

次 rC近畿. 中間、東海. 九州等植要。 1也に共地

域 ｶ｣ｾ 菌 ｊ 慢した支部事務所粂禽館を設置し て全園曾

員が連絡提携利用し合ふJ去にする。

地方に行けば支部で食合も食事も時には宿泊も

出来る践にするも地方の合員は本音ｾで利用する様

比して合員の繭利Jiff i : l l i を闘る等々 、協をの経費.

資金調ｾ長方法は Ｔ 見在の機構の蹴充と共に或は政府
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の楠助金を得る方法. 之もアヌーリカ陀 fof ひ保険協

合共他公共圏!i を等より借入するとか. 資材共! 也各

種資格審茶を盛犯して審査. 料. 賦諒金制の如き' k.

考へる。各斡旋料とか、出版等盛陀し利益主金を生

やる、住宅↑ 専賀舎、展覧舎、講習合そのた合法的

事業による痢j徐金を生やる計百きを? とてる。等々研

究すれば途はるる様に考へられ. 叉協舎は多くの

有能の合員諸賢を津山持ってゐるから知識を奔倍

して考へれば途は色々あると思はれる。

以上はアメリカの協会の請寅りと竹I l 要合長 より

電 気 片 言

浅 海 治 平

屋内電気工事の沼程陀 4付て考へて見ると貧弱な

私の経験からしでも既陀三十年陀友る。此間建築

の驚異的蛮展に仲ひ範囲の鏑大と工事資材の改革

と技伺の進歩を併有して建築府議設備工事の主要

なるもの ξ しての任務を泉しで来た筈である。

建築に携はる諸職方の内で唯今の庭電筑工事人

だけが誌喰菟許制陀左って居ると思ふ。

之は遮信省の電気工作物規程. と電ブJ 供給会批の

内線規程を容易陀讃めて必要友電気理論陀も通暁

し且貴地の工事経強陀も富んだ人を作ろうとする

まとと陀結権 t:J. 狙ひである。希くは本蛍の成果を

得る矯陀今一唐運用上の注意を喚起したいもので

るる。舎では一馬力の( モーター〕方面設にも奨働

金を出し? と市電時代が有ったが現在の節電期に較

〆

ベ℃全く文字通り隔世の相違である。

停電の出来泣い ａ 級 ｾｰ ち進駐 軍 、涌信交通機関、

重要病院共他の要求する電力量の約三分のーが一

般大衆に配電されて居る貧密さで必要量は此の約

五倍K 該嘗するのだから寧目ろ暗黙時代を表役して

居ると謂て差支ない。

石炭の不足が火力謹電の楼誌を設す以前既 tて戟

災陀より大部分。蛮電所が障害を受けて起電力は

激減して居るのだから今更方便は為: い。

蕊陀も配電舎祉と犬衆のｾ協が出来て昨年系金Ｚ

迷陀 ilft 脹した家庭電熱の使用を制約すればせめて

電澄だけは不自由主主〈鈷火し得ると思はるるが到

16 

承ったた話の中から書き並ぺ:そ。私のか〈ありた

い協合将来の理想の一端である 。

今や福士舎機I措も復興建設もホントーの仕事: は其

途上陀あると思ふ。協会の役員諸資も今年程五ｾ

Z主有、力の方々を得られた事は全く異例で此大事業

此の大改革をなす陀再び望まれぬ千載一遇の好機

と思ふ。此秋を治して協会の莫の護畏は絶封望ま

れぬと考へ激て愚見を記して役員各位のー居の御

努力を lt買ひ舎員各位の御批判 を乞ふ次第でるる 。

格 り ( ＲｾＮＲ ・ Ｑ 詑〉

底望み得べくもたい。

瀧口に涯を呼ふ蕗や春の雨 蕪 村

所詮は濡れて見たき春 ｲＺ ｬｾ の三月放 ￯ Ｑ＼Ｎ 期迄待つよ ｐ

妥し方が友い。

ゼネスト以来の懸案で纏て電力料金の値上と主主

るのであろうが銭道、壇草等々と何も彼も大衆の

負揺するととが民主主義であるならば之は甚だ迷

惑である。

政府は矢沼早陀各種の臨時措置令を出すが迭に

大方針の指示は閤難の様でるる。何だか「ナチス」

の生れた世相陀似て来た様陀も恩へるが我国の民

情ではそうは行けぬ。

動くも復興途上に於ける正しき輿論を晩翠する

のは新しき日本選築協舎の主題目であらねば友ら

ぬ。幸に竹腰合長. 中西、銭高副合長陀至蝿する

所である。 一月二日記

事 務 室 移 '勤のイ牛

本食事ｾ所は都合により奮蹴廿五日下記の遁

り館内穆動いたしました。

朝日ピル六階南側 614説室

電 言111Ei 島 2862ー 7

""'l 土 佐 沼 300壬- 6



- 建 築 文 献 小 銭 ・

。構 造 1・「住を雷殴の路定; 住宅多量生産化

への経過慨要」

井 上 新 二 )

桑田貞一郎} 執筆

詣井幸次郎J

パネル式住宅 の経済的E 犬量生産

可能性を論宇 f 建築雑誌717続〉

2・「念速施工泊版構造」

坂静雄博士執筆

国if瓜縫勤坊西の組立競筋ヨンクリ

{ トの筑波決定板、毛糸網主主構造

花就ての1 i i f 5 ' L 中間綴告とも云ふべ

きもの( 建築雑誌n9蹴 〕

3・「鍛筋コン P リ{ ト建築構造」

掘口甚吉著大雅生・強行主; ｾＵＮ＠

賞用的1主計算及構造を底解しアそも

の。

4・「不燃家屋の多量生産方式J

岸田日出刀博士著乾元社護行

￥ 9 5 0  

鎖骨乾式構法の解設。

C 都市計壷 「新しき国土の建設」西山卯三執筆

多くの例を引き廃角度より盟土建

設を論じた長大論文。

〔新建築3. 4蹴〉

ぐ建 築 史 1・「東洋の建築」

村 仁li 合部! 率上著京大撃生部議行

印度及支 ［ｩｨ Ｇ￭を中心に光ｾ時代より

千易 f' C. 論じたもの。

2. 1支那建築史より見交る法隆寺系

建築様式の年代J

村! 封治郎博士執筆

彼我様式の年代を考誼し現法隆寺

様式の白鼠性を論守、 f 賓室3H骨骨7

3・「法を寺問題に税- r t

町鳴甲ー執筆

金堂プラン形式を主として偽像の

上よりみて. 故足立設を逝設再認

識したも ο 。( 饗宴2鵠)

4.1法隆寺の問題」及び「法隆寺式と

楽師寺式の建築J JII 勝政太郎執筆

上記 ＲＮＳ の論文を集計し更に白 Ｎ ｾ

様式を再考案して. 薬師寺塔形式

を和様とい法隆寺様式を飛鳥天

王1三の過渡期的なものとした。

( 史跡と美術171.172披〕

5. 1四天王寺五重塔下の遺構に就い

て」 藤津一夫執筆

従来の須婿設を誤りとし. その堀

立式であ. った事を論詮したもの。

( 史跡と美術169観〕

日.1法隆寺講堂の復原的研究」

清野清執筆

構造波法を以て心ゆく迄解程考察

したものである。

〈決崩i と美術 163・166・170蛾)

7. 1日本住宅建兵の歴史的意義」

関野克博士執筆

建具 lて就て従来関税されてゐた意

義を歴史的Iてみてその合目的を論

じたもの。〈建築文化第2鵠 j

8.  r蹄宗建築俸来の時期」

太田博太郎執筆・

( 建築文化第1揖〉

9. 1京都の古建築」藤原義一博士き

京都i乞於ける有名古主古建築を絵す

ととろ ，与 く構造及様式の上から解ー

説せるもの。

高桐書院鼓行 ￥ 9. oO 

10.  ' 1書院遁りの研究」

藤原義一博士著

現存ナる書院造りを建築史的にi &

ぺその特色を鮮明ぼしたもの内

高根! 普段強行を bO.

以上( 責任者林妻子)
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一 一 一 一 一 一 一

曾 務 報 告

r建 築 三 社 含J 表紙悶案懸

賞 募 集 の 結 果 後 表

奮 :さ募集 した表紙闘渠は共後役員合に て慣霊審

査の結果下記の通り決定した。

入選.r.r蹴 ( 吉〉 照募者住所氏名至急: 通如あ

りたし

佳作 F

佳作 F

佳作 F

( 尽〕合fl

( 午〉

匡 合 員

星 民 文 君

山 本 道 生 宏

ｔｨ ｾ＠ Ff - I 寛: 芳

@ 評 記 @

審脊i員の満ぞくするものが得られす=従来募挺し

た岡案に似たものが多〈今少し新鮮味と器削たる

意匠が望ましかった。締既了年末で( / Qi ; ;t長肢の齢かっ

た事も遺憾であった。入選 f?: Y ; 流したも のを本蹴

陀使用して各位に詔介した次第である。

ヨ史観から稽概して使用するか或は多少修正するか

も知れな♂が. とれは今の鹿未定で ある。佳作の

殻表は紙商のつどう上機舎を得て紹介したいと思

ふ。そのたの臨募者各位陀釘し深甚の謝意を表す

る。

「明円の都市復興」論女三「庖公館地

区J 復興設計案の入選決る 勺

粂而本合主 ｦｬｾ の大限府、市Ｎ朝日新聞祉後援で

懸賞募集中だった「明日の都市復興」論' 文五大医

市原公館地直復興設計案の審査は去二月十三. 十

八南日大阪市鹿会陀於て小林一三氏外募集規程瑳

衰の各櫨威者tとより慎重陀行われ下記の通り決定

し た 。 ( 略 敬 栴 )

fな入選作品は失蹴陀掲紋殻1突の7象定である

[jJ ，:論 文 O準入選 t 賞金千五百図)

伊藤 甫 ( 大 阪 )

新 田 仲 三 ( 京 都 )

O佳 作 ( 賞 金 五 百 聞 )

小 橋 亮 作 ( 名 古 屋 )

園設計笑 O入 選 ( 賞金三千四)
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石 原 疋 雄 ( 京 都 )

西 山 卯 三 ( 京 都J

0 佳 作 ( 賞 金 千 閲 )

! H 村郁夫( 京都)

扇Ff i 信 ( 京 都 )

宮 家 宏 泰 ( 京 都)

山 線 正 次 郎 ( 大 阪 )

吉 川 剛 夫 ( 大 医 )

向 井 TE 也 ( 大 限 〉

。 概 評 。

論 文

募集の時機. 民範な階級、人心の不安定等のた

めか胞募数が砂〈、叉傑出した力作 も符 られす'f有

期待外れの感が深かった。

ｾ ｆｪ 径の結泉遺憾ながら入選 ｩ 誌を見出す事が出来

十審議員協議の上準入選二篇と佳作一篇を濯し募

集規程強表の賞余金額を此三篇に旬:j1許る事にされ

たのである。

伊藤氏の文は理論 と賓i容は必十しも一致すると

は考へられ7'J.v>が数字的陀公式陀都市討議を事n立

てた所 IZ: 創意があ P示唆に宵む科皐的方法と して

特異性がある。

新問氏の文は特陀興味を l法ぜサコ何i恥の値に乏し

いが明日の 復興の在方陀つい て平明に要領よく叙

越した貼が特色と云へやふ。

佳作小橋氏の論会は全開として鐙 りには難色が

多いが経掛文化の誘鼓其他の項にて局部的陀和見

るべきものがある。

直公館地直設計図案

昭和六年頃本合陀於て大阪酵前 ［ｾ ｦｬｉ心計霊祭を募

集以来二度目の試みである。敗職以来復興事業も

遅々として荒涼たる現賞を目前陀して落付かぎる

人心と殿裳期を中心とらたなど忠俊件下のためか

臨募激が少なかったのは残念であった。叉向通信

の闘係上か今回は闘東方tai の路募を見なかったの

も淋しい事の一つであった。併し数は少なかった

が集ったものは駄作がなく少くも一夜漬でな く都

市計童・にみ大の閥 ｉｉｾＧ 、を持って研究された力作で②

った。聞東 を概観 して二つの大きな流れが見られ

る。邸ち一つの型は下1・来からの都市計査型を中心

として器用 に謹めたもの. 今一つはの型は在来の

概念を一部して 何物陀も囚はれすτ奔放に唯将来の

在るべき :必然の型を追求したものである。位置の

選定、建物の配置ー構成にも此二つの斑れが牛IJ 然

と見える 。

西山氏案は天王寺瞬た: A . 阪' 7 ) 南' 玄関として金大

医の南の一大中心の公 館地 ｾｋ として取扱 っ た所に

特色があると思ふ。

南直入選の石原氏提は明快な伺:想 と7 . k 漣を取り

入れた優一支え主配置. 凡での官公街在事位所連築。

中陀抱合し所;白書量役所是認のょに主化陀到する新 ら

しい草R念を盛った 鈷が特色であらう。
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名器正曾員推器の件

垣

井

岡

本

根

今

津

山

( 21.  6・3)

( 21.  5. 12)  

(  21・8. 1)  

( 21.  5. 26)  

( 21.  3・9;)

( 19.  9・21 )  

(  21・4. 3)  

( 20・8.. s )  

( 不 詳 〉

〔不 詳 )

( 21・2・23 )  

(  ＲＱＮＱＰ ・ ｾＴ Ｉ

( 21・1・27 )  

( 21.  5. 30 )  

( 20.  '3. 18)  

( 不 詳 )

(  21・10. 16 )  

( 20.  8・30)

( 20.  8・20)

( 不 詳 〉

( 21・10. 31 )  

( 21・10. 2)  

( 21.  4・9)

( 不 詳 〉

(  21・1. 23 )  

( 不 詳 〉

(  21・5・29)

( 20.  8. 6)  

( 不 詳 )

常 務 曾 ( 第 I 回〕

時 1月13 日午後3時- 4時30分

所 本合別室

出 席 者 理 事 銭 高 副 命 長 . 中西副合長

監事大村監事、妹尾監事

常 治 尾 崎. 木付. 鴻池. 須賀 . 東畑.

中島、長尾. 藤木、松付. 元吉、

薮中 ( 以上各主記〉

岩尾、保問 、佐竹. 菅谷. 藤阪.

増 井 ( 以上各主計)

生問、石川. 栗原、放口、中野、

凹はJ ( 以上各編i降〉

議 事

1 . 常務職務分・誌に関する{ 牛

2. 定例常務合 J<: 開する件

3. 事務引情事項に閥する件

4. 本年度事業計霊大綱の件

6，建築と枇命表紙岡空客去の件

6. 合員詮術

報 告

1 . 復員者報告

常 務 舎 ( 第 2 回 1

時 2月6 日午後3時- 6時

所 本合別宮

出 席 者 理 事 竹)J Pi 合長 . 銭高高l崎 長 、中西副食

長

常務湾海、木材、東畑、藤木、必村.

薮中 ( 以上各主記〉

結尾. 俸問、菅谷 ( 以上各主計)

石川‘ 城口. 竹中. 中野、西山

( 以上各編輯〉

議 事

1 . 建築会館建設陀闘する件

2. 常蕗合共他の念合に闘する件

3. 委員、幹事委燭陀閲する件

4. 出版幹事合よ P提案の件

5，事務所借祭料値上げの件

6. 閲E 経済連合合より F[ヨ越しの件

7. 昭和21年度J伏支決算並に不足金の件

8，都合設置，て 闘する f牛‘
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委員曾幹事合艦過

@ 定 款 改E 委員合

本曾の活動と費展をー唐撹大強化するため年始

来本委員舎を設置し目下鋭意研究立索中。

@ 記念事業幹事合

都市復興論文と公館地区間実募集を別項の通審

議 を 終 P入賞園祭は二月二ナ白取貫主す= 大阪市幹

部の乞陀臨じ展示したが機を得て一般の展示合

開催共他有意義に善所する議定である。

@ 合勢幹事合・

本車詮芝tJ にては二月十六日本年のトップを切

って文繁盛見草，と三月五日 臨時建築等制限規則

iてっき大村府建築課長、元吉技官の出席を煩は

し説明合を開催レ k 。ーは那土審街の棒陀悦惚、

として/J 、宇目を柴み終て懇親既餐合を催し意見

の交換をt . r すなど久方探りにー愉快な和かな舎で

あった。ーは目前陀迫る建築制限の強化と云ふ

ｾｬＮρ 話の合でるったが何れも大盛舎であった。

此催し tてっき文禦の柴屋裏、紋十郎師の人形の

解校現餐合等格別の御援助を頂いた株式合枇木

村・ ＪＱＱ の御ｾＺ意と、説明合ｾｾ Ｎ背炊御提供手 Ｑ［ 他高校

御世話 iてt. rつ，た・清水約二た波文1) ; r<: t1r. J し深〈懸諸L

申上げる次第である。

五霊盈主主にては近〈訴演合や了E< D 四月如路方

面見撃計望書: 中で彩る。

京都iま近〈支部として新設込ずる事ーとなり目下

之が準儲中である。

向咋年 合報掲殺後。各常事Ｚ合が行った事 Ｚ ｲ ｬｾ ｬＧ［ ｴ

概要下の通りである。

五区塗乏金サ一年ート弓廿八日i E 倉院街! 物拝閥、

奈良輿普寺集今品開1 E 倉院壁: ( ' ! l 1 官の詩情筏同氏

の案内で御物並疋倉院見書堅一同た深さREf名を典

へた e 十一月二十七日本合集合室 17 : て菅原宮? 護

士を聴し新憲法と民法改E 陀就て講演並座談合

を開催出席者一同陀新知識と深き興味を奥へ? と

較である。

呉監並芝金十一月十四白神戸港i1Q: 三菱i主結所見

皐開催。 nl 中戸海岸q 1 突堤よーり市中戸市の厚意によ

る治水丸に乗じ扇浩一周後三菱誼儲所陀35 り工

場一部f手1: ツク等を一併した後本館休泊所にて

古久保高iJ 所長. 矢野課長外係の方 k より乾ドッ

ク共他詳細安明を聞き同所が天下陀誇る大乾 1:

20 

ツクの乱t観を見直界L ヲモ。営日来般の便を奥へら

れた制i 戸市港鴻部設に西部施設課長、三菱古久

保刷所長以下御係の御案内とプリント其他御奉

仕並に日本建設工業兵隊支部より茶菓の御接待

を受けたるに拘し厚〈器産を表する次第である

京都幹事合十一月十日汚匂イヒ撃産関見穆竹中工

務庖出張所集会進駐軍化接決圏につき同底小姻

所長より設明を菰散し? と後同氏の案内にてEめま

う撒鳶防I歩に亘る化接的施設を! 漫なく話{ 隠見る

者をして驚異と感嘆を久しくさせた。完成後藤

茶の林立せる匙艇を今一度完撃したいものと思

ム。賞日竹中工務庖より寄せられた種々の御厚

意を甜す。

越えて三十三 R修事税見撃舎は合員多数の待望

を満足せしめる陀充令でるった。時は錦秋の快

晴、同離宮陀非らざれば味ふ事の出来泣いであ

ろー紅葉。民盛りで池避を透して跳むる鞍馬愛

宕、紫色はI1専にー幅の絹傘駒の感あり一同の絶

讃する所であった。 ｅ き陀建物ｾｾ風致を満喫して

古建築の受殊j;jどに至り中食後京都府安開法官の

説明後間賞の茶室等克署長、暫し参加者の恕:茨合

あれ佐保京都幹事御一家の心諜しなる汚茶の

ｬ 弘前陀決 ｩ 味を覚え ｾＡｧＮ ち散る紅葉の山門を散し散

合した。

京都のl I Hし陀度々多大の御授. i J Jj を頂いて匂る佐

藤 ｪ ｾ 字母 ι￧Ｑ 也 ｃ 方［て ｩ 民院の謝 ｩ 討を ｩＡ 行主ベる次第で

ある。

執 筆 者 紹 介

竹腰健治氏…一一日本建築協 ｾ ｾ合長

Ifl 口吾郎氏一ー 一一不二建殺株式合 J社技師

瀧 ｩ 翠ｾ弓氏一ーー…紳戸工業専門撃校建芸砕 ｬ 長

森仔l康 次 氏… 一一兵I奄l際都市計書課技官

棚 j. ;m 諒氏一一一一京都帝関大串毅J受

塚本猛ヨ夫氏ー・… … 白木: 建設産業株式合枇

建築部失長

生間五郎氏・一一一一兵庫県系建築課技官

小崎 イ彦氏ー・ 一一一ミラノエ苦労時代表社員

漢民治平氏一… r 、主主海電気産: rm<弐食紅I止長



松 村 雄 官

佐竹則違毎

土 合 弁 赦 克

志 垣 正 次

須賀豊治郎

協 議 委 員 氏 名

藤 本 疋 ー

栗 原 信 虎

凶 山 卯 三

棒 岡 藤 郎

妓 口 亀 吉

鴻 池 藤 一

時 海 治 平

尾 崎 久 山

元吉勇太郎

野浮幸三郎

菅 谷 三 郎

'"、，、，、-、，、.

昨年来懸案中の1 i i開礎行。件は紙材入手強と其

他の事情でーl駁座を来たしてゐ i たが各方商の切な

る要望にrtBえ今般高難を慶して下記安項陀依り近

く刊行 iて若手する事と主主った。

特} 亡建築関係の職域'1U業者案内欄の充賓が時節

柄強〈希望されてゐる ので此方面の招誌を概 〈撒

迎してゐる a 合員各位 I"C jj 全力通れても出束縛る限り

御沼介御幹線のよ本目的迷i，&: tz : 獅援D;l J を廟ふ次第

でるる。品ｉＮ ｪｾｾ 材 ｾｄ ため名符欄は特 ｫＪ 先制を極 力

ｾＱ 桝的 ［ Ｇｲ を ｾｦ ｚＺ使用し従来の劫務先と性 ｴｩ ｒξ 別記せ

や何れ 'J'j)J，一方t z : 選定せられたい 。

( 附本合員名笹)建築便覧登行議告

今般下記の遇り部舎と協議命を設置するととと

なった 。都合は杢合員が各関係。部合を通じて本

舎に針・し自由陀希望や意見を開陳する機関である

と共に、とれによって縦の連絡を絡にし本合事業

の温床たらしめようとするものである。

部の種別は施工関係を組合工事部合、衛生暖房

闘係在管工事部合、電気関係を電来工事部合、建

・築資材一般を建材都合、技術陀闘する方南i を技術

部舎と稿し、とりあへや五部門を設け各部門陀於

て夫 k の立場から調杢、研二賞、立・荒等の事項や 取

扱ふとととして既t z : 何れも鷲足した Q

協議合は各都合から提案の事項陀ついて棋の連

絡を計ると共陀. 総合的に協議稔討し? と後寛行に

移る機待で、将来本合事業の中枢機関ともなるべ

き性質のものである。

部舎並に協議舎設置の件

各 部 曾 幹 事 氏 名

鴻 ｴ 也 ｴｾＵ ー

藤 木 目Z ー

木 村 宜 一

中 島 省 建

@ 総合工事部合

大 林 芳 郎

竹中 鉢 一

校 村 雄 吉

項1要

(46J : LJ 〉左横組とし500r- I内外志 定

一- 海部内外7設定。完成本年六月協定

主婆建材存11ト 連 接 関 係Jfl 慣表。

i W 

殻行告ilEま

@管工ミ芸部会

ＵＹ 銀炎 、 ｾｾｊ i; t 法犯. 規則、おII 則、制限

令、調夜令、借地借家法、龍iG. 関係

規則. 官公街、感校等所在1除名. 聞

係閣部Hlt 了三名. 建築潟係脳脊刊行桁

介 、主宗都市復興計監i乱 職 域 別 業

' 子守

' 円、ー内

須賀i持治郎

ｦｉｾ秀雄

葉 原 信 挽

山本龍太郎

城 口 亀 吉

堤 耕 作

守

J

q

'

"

“
げ
V

H

U

J

'

H

比

蒋

三

龍

谷

一

工

向

日

上 問 主 次

官 谷 三 郎

総 i辺93

告患海市 ＭｾｉＧﾭ

佐竹見リ務

@電集工才f 部合

者案内 、本含 k 品名簿等身

一欄

( ニ欄" よ上仮用共他特別希望の向は

別途御相談巾 上げます)

@会員各位. 中位所、電話零蹴等異動。向は至急:

何通知されたし
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祉 l! 法 人 日 本 建 築 協 舎

出J l 71 幹 事 曾

場 弁 敏 克西 山 卯 三

薮 中 一 良

@ 建材部会

棒 悶 藤 邸

青 木 友 一

河 湾:喜之 助

増 間 熊 一

井場 績

@ 技術部合

金五: i3.岡也業者主張内閣

千晶 1実家}

野津幸三郎

奥村震兵衛

ヱド悶武ー二

山本 潔

志士宮疋次

大 西 率 七

桑 田 E 一

村 井 設

尾 崎 久 助

元吉勇太郎



山 内 姦 兵 衛

山 本 磯 十 郎

山 本 義 樹

和国治 ｾｾ iP 

く昭和二十二年度〕

赴閣法人日本建築協曾役員及幹事・委員

事

郎

郎

吉

川

確

郎

虎

郎

典

ご

や

三

郎

助

三

議

官

A

二

百

樹

也

次

郎

市

夫

迭

郎

街

偉

夫

弓

美

術

郎

虎

郎

克

八

助

一

一

や

次

郎

幸

一

三

八

郎

支

女

五

急

逮

一

信

次

政

一

飯

事

卯

三

久

一

部

則

一

究

亀

義

信

正

次

一

駒

一

怪

宵

五

き

遂

げ

俊

民

晴

美

六

億

治

敬

俊

一

一

久

勝

治

正

一

一

一

一

正

敏

儀

太

一

合

板

純

倍

率

合

順

姦

曾

金

一

員

一

命
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1主題の{ 牛三月五日設明舎の際印刷したもの若

子蝕分正うりますから御希望。向は貰費一部五

国並陀選科質立を以て御頒ちいたしますから

御申込み下さい。

再刊第一蹴と して 1月2 月を 合併の形にしたのは

本年度の蛮行員十霊を検討した結果からで御諒* 願

いたいのである。

幹事一同の希望が毎月遊行陀あったととは勿論

だが現状の物僚謎動の有様から安全性を興へなけ

ればならなかったので本年度中陀最少限六回、出

来れば八回は出したいと希ってゐる次第で診る。

記事の内容は大き〈わけで論説、資料、研究、

合員欄等の如くして各方商. の勢筆者が遁宜希望し

て御投稿しやすいやう陀工夫した積りである。将

来もとの方しんです L めたいと恩ふので次蹴以降

陀新しい欄が必要であれば説者からの御希望陀臆

じて迫力11 したい。亦除り希望の無い欄はよとめても

よいのである。併し時陀は特別段題目を中心にし

て特稗的のものを蛮行ずるのもよいので. とれに

ついでも識者からの希望を御寄せ頂きたい。

編輯上の技術陀ついても未だ米だ研究を要する

がとれも競を追って釘ーましく新じい気分を表はす

ゃう陀心掛ける積 りである。

我々撚賞者の希ふととろは説者から愛され. 親

しまれ更 l亡読者1てよ って育で L 頂けるやうなもの

に一日も速く近づきたいのでるる。更に更に合員

諸氏の御援功在乞ふ次第である。

( 迫' A)

本践の 京紙は訟で懸賞募集陀首選したものをその

ま L 採用したものである。
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